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なお、本文中に TM マーク、©マークは明記しておりません。 

本書の使い方 

 

本資料では、カミレスをご利用するにあたって最低限必要な基本操作手順を理解することを目的としています。 

 

 

本書の表記 

 

本書では、以下の表記で記載しています。 

 

表記方法 内容 

注意 操作上の注意事項について記載しています。 

Point 操作上で知っていると便利なポイントについて記載しています。 

［  ］ ボタン名やタブ名、キーボードのキーなどの表記で使用します。 

「  」 システム名、メニュー名、画面名、項目名、参照先などの表記で使用します。 
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 1. セットアップ手順 

ここではカミレスのセットアップ手順について説明します。 

 

1.1 カミレスとは 

カミレスは、利用者からの電子申請や窓口対応業務、そして行政機関や金融機関における紙主体の業務台帳をデジタル

化するクラウドサービスです。Salesforce のクラウド基盤上に構築されているため、利用者からの「申請」のデジタル化に加

えて、「申請受付」、「審査・承認」、「交付」までの業務を一貫してスムーズに実施することができます。 
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 2. 「カミレス」のインストール 

ここでは「カミレス」のインストール手順について説明します。 

 

1. システム管理者で Salesforce にログインし、メールで届いたパッケージ URL でカミレスをインストールします。 

※トライアルを申し込むと添付の「カミレス Package Install URL.msg」のメールが届きます。その中にパッケージ URL の

記載があります。 

また、契約後のオプロの案内メールでもパッケージ URL を送付しているので、メールに記載のパッケージ URL からインストー

ルします 

2. 「管理者のみのインストール」を選択し、[インストール]ボタンをクリックします。  

 

3. インストールが完了すると、システム管理者にメールで通知されます。 
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 3. 各種設定 

各種設定はすべてシステム管理者の権限を持つユーザでご設定ください。 

 

3.1事前準備 

カミレスでは、管理側の設計ユーザ・運用ユーザと申請側の申請ユーザが必要です。カミレス用にプロファイル・ユーザを新規作

成する場合は事前準備を行います。 

 

注意 既存ユーザを使用する場合は、プロファイルのシステム権限でカスタムアプリケーションやカスタムオブジェクトへのアクセス、レコード作

成等が可能である必要があります。「標準プロファイル」については下記のリファレンスをご覧ください。 

◼ SALESFORCE ヘルプ「標準プロファイル」 

 

⚫ プロファイルの作成 

1. 設定画面のユーザ>プロファイルを選択して、「標準 Platform ユーザ」プロファイルをコピーします。 

 

 

https://help.salesforce.com/articleView?id=standard_profiles.htm&type=5
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Point コピー元の標準プロファイルは必ずしも「標準 Platform ユーザ」である必要はありません。ただ、標準プロファイルによっては

AppExchang からインストールした、カスタムアプリケーションやカスタムオブジェクトが使用できないものがあるため、利用可能

な代表的なものとして「標準 Platform ユーザ」を指定しています。 

 

2．任意のプロファイル名を設定して、[保存]ボタンをクリックします。 

例では、設計者のプロファイルを作成するため、「設計 Platform ユーザ」と入力しています。 

 

 

3．同様の操作で、申請者・運用者のプロファイルを作成します。 

⚫ ユーザの作成 

1. 設定画面のユーザ>ユーザを選択して、[新規ユーザ]ボタンをクリックします。 
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2. ユーザ情報の入力とプロファイルの割り当てを設定して [保存]ボタンをクリックします。 

例では、設計ユーザを作成しています。ユーザライセンスで「Salesforce Platform」を選択すると、プロファイルで「設

計 Platformユーザ」を選択できるようになります。 

 

3. 「メール」項目のメールアドレス宛てに「Salesforce へようこそ: アカウントを確認してください」というメールが届くため、ア

カウントの確認を行います。 

 

4．同様の手順で申請ユーザ、運用ユーザを作成します。 
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3.2 ライセンス管理の設定 

Point サイトライセンス契約の場合は、ユーザ単位でのライセンス登録設定は不要となります。 

 

1. 設定画面のクイック検索欄に「インストール済み」と入力し、[インストール済みパッケージ]をクリックします。 

「docutize Form」の「ライセンス管理」をクリックします。 

 

2. [ユーザの追加]ボタンをクリックします。 
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3. 追加したいユーザにチェックを入れて[追加]ボタンをクリックします。 

例では、設計ユーザ、申請ユーザ、運用ユーザを追加しています。 
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3.3パスの設定 

1．設定画面のクイック検索欄に「パス設定」と入力し、[パス設定]をクリックします。 

[有効化]ボタンをクリックします。 

 

以下、有効化した後の画面です。 
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3.4 トランスレーションワークベンチの設定 

1. 設定画面のクイック検索欄に「翻訳言語設定」と入力し、[翻訳言語設定]をクリックします。 

[有効化]ボタンをクリックします。 

 

2. 使用言語の[編集]をクリックします。例では、日本語に設定します。 
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3. この言語の翻訳者にしたいユーザを「利用可能なリスト」の中から選択して、「選択されたリスト」に追加します。 

例では、後述のカスタムラベルを編集する設計ユーザを選択します。 

「有効」にチェックを入れて[保存]ボタンをクリックします。 

 

以下、設定が完了した画面です。 
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3.5権限セットの設定 

1. 設定画面のクイック検索欄に「権限セット」と入力し、[権限セット]をクリックします。 
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2. 設計ユーザ・申請ユーザ・運用ユーザそれぞれ権限セットを割り当てます。 

■設計ユーザ 

割り当てる権限セットは「docutize Form Designer」です。各種マスタ類、フォームテンプレート等の管理者用オブ

ジェクトの作成・編集権限を付与しています。 

① 「docutize Form Designer」をクリックします。 

   

② [割り当ての管理]ボタンをクリックします。 
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③ [割り当てを追加]ボタンをクリックします。 

 

④ 割り当てるユーザにチェックを入れて[次へ]ボタンで遷移し、割り当てボタンをクリックします。 

例では、「設計 ユーザ」に割り当てています。 
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割り当てられたことを確認して[完了]ボタンをクリックします 

  

以下、設定が完了した画面です。 

  

 

 

以下、申請ユーザ・運用ユーザについても、設計ユーザと同様にの手順でご設定ください。 

■ 申請ユーザ 

 

 割り当てる権限セットは「docutize Form Applicant」です。 

 入力データ作成などの申請時に使用するオブジェクトの権限のみを付与しています。 

■ 運用ユーザ 

    割り当てる権限セットは「docutize Form User」です。 

入力データの運用者向け項目編集権限、印刷用画面ボタンを表示するための権限などを付与しています。 
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3.6 申請画面のページ設定 

1. 設定画面のクイック検索欄に「アプリケーションマネージャ」と入力し、[アプリケーションマネージャ]をクリックします。 

「カミレス」の[編集]ボタンをクリックします。 

 

2. 上部タブの[ページ]を選択し、「ページを開く」をクリックします。 
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3. 「Input Data Record Page」にチェックを入れて、右下の[開く]ボタンをクリックします。 

 

「このオブジェクトのデータがありません」と表示された場合は、[OK]ボタンをクリックして閉じます。 

 

4. 画面右上の[有効化]ボタンをクリックします。 
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5. タブ右端の[アプリケーション、レコードタイプ及びプロファイル]を選択します。 

[アプリケーション、レコードタイプ、およびプロファイルに割り当て]ボタンをクリックします。 

 

6. 「カミレス」にチェックを入れて、右下の[次へ]ボタンをクリックします。 
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7. フォーム要素はデスクトップにチェックが入った状態でグレースケールになっています。そのまま[次へ]ボタンをクリックします。 

 

8. 「マスタ」にチェックを入れて、右下の[次へ]ボタンをクリックします。 
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9. 申請ユーザのプロファイルにチェックを入れて、右下の[次へ]ボタンをクリックします。 

例では、「申請 Platformユーザ」プロファイルにチェックを入れています。 

 

10. 右下の[保存]ボタンをクリックします。 
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設定完了後は、以下より元の Salesforce画面に戻ります。 
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 4. マスタ初期設定 

当セクションの作業は 1.セットアップの作業を行ったシステム管理者で実行してください。 

 

4.1選択リスト(グローバル値セット) 

1. 設定画面のクイック検索欄に「選択リスト値」と入力し、[選択リスト値セット]をクリックします。 

[Application Statuses]をクリックします。 

 

2． 初期設定として 10個あるステータスのうち、業務プロセスで必要な数以外は無効化します。 

例では、[Status04]～[Status10]を無効化します。 

※申請業務のステータスのパターンを設定します。今回は「未入力・入力中・入力完了」の 3パターンのため、 

  ステータス 1~3 を使用し、残りの 4~10は無効化します。 
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3．以下、設定が完了した画面です。  

 

4． 設定画面のクイック検索欄に「翻訳」と入力し、[翻訳]をクリックします。 

言語を[日本語]、設定コンポーネントを[グローバル値セット]に変更します。 

値の表示ラベルに表示された 3件の設定について、左側のボタンを押し、値セットを展開します。 

 

5． 値の表示ラベルの翻訳をダブルクリックし、日本語名称を入力します。 

全て入力完了後に、[保存]をクリックします。 

例では、以下の設定で入力します。 

Application Statuses  ※申請ステータスの種類 Permission Sets          ※権限セットの種類 Permission Types ※項目に対する権限の種類 

Status01           未入力 

Status02           入力中 

Status03           入力完了 

docutize_Form_Applicant    申請ユーザ権限 

docutize_Form_Community  コミュニティユーザ権限 

docutize_Form_Designer    設計ユーザ権限 

docutize_Form_Guest      ゲストユーザ権限 

docutize_Form_User       運用ユーザ権限 

Read Only All           参照のみ 

Standard              標準 

System Parameter       システム項目 
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  以下、設定が完了した画面です。 
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4.2 申請ステータスマスタ 

カミレスの申請関連操作を行うときに、申請ステータスの状態遷移を定義するマスタとなります。 

例では、申請の新規作成時に[未入力]、一時保存時に[入力中]、申請確定時に[入力完了]という申請ステータスの遷移

を設定します。 

 

1． 左上のアプリケーションランチャーを開き、[すべて表示]の中から[カミレス]をクリックします。 

 

2． タブから[申請ステータスマスタ]を選択します。 

[新規]をクリックします。 

 

3．[申請ステータスマスタ名](自由設定可)を入力します。 

   申請画面で[アクション]を実行した時に、[現在申請ステータス]で設定した値であれば、[更新後申請ステータス]の値に

更新されます。 

   例では、以下の設定で登録します。この場合、新規作成した申請の初期申請ステータスに[未入力]がセットされます。 

[申請ステータスマスタ名] 01_新規作成_なし_未入力 

[アクション]  新規作成 

[現在申請ステータス] なし 

[更新後申請ステータス] 未入力 

[更新済みフラグリセット] ※運用ユーザガイドの管理方法に説明があります。 

[履歴オブジェクト名] 空白 

[履歴項目名] 空白 
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4．例では、同様に以下の申請ステータス遷移を登録します。 

 

02~04は一時保存の設定です。 

05~07は[申請]確定の設定となります。 

 

 

 

 

 

 

注意 [アクション]が「新規作成」の時は、[現在申請ステータス]は必ず「なし」と設定してください。 

[履歴オブジェクト名]、[履歴項目名]はステータス更新時刻を特定項目に書き込むための設定となります。 

詳しくはカミレスリファレンスサイトに記載されております。 

申請ステータスマスタ名 アクション 現在申請ステータ

ス 

更新後申請ステータ

ス 

更新済フラグリ

セット 

履歴オブジェク

ト名 

履歴項目名 

02_一時保存_未入力_入力

中 

一時保存 未入力 入力中    

03_一時保存_入力中_入力

中 

一時保存 入力中 入力中    

04_一時保存_入力完了_入

力完了 

一時保存 入力完了 入力完了    

05_申請_未入力_入力完了 申請 未入力 入力完了    

06_申請_入力中_入力完了 申請 入力中 入力完了    

07_申請_入力完了_入力中 申請 入力完了 入力中 チェック   
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以下、設定が完了した画面です。 
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4.3権限マスタ 

申請時に各入力フォーム毎に[申請ステータス・権限セット]の組合せで参照・編集権限を設定できます。 

権限マスタではあらかじめ[申請ステータス・権限セット]の組合せを定義しておき、テンプレート作成時に選択できるようにしま

す。 

例では、3 つの権限の種類と、4 つの権限セットを組み合わせた、12 レコードを作成します。 

 

1．タブから[権限マスタ]を選択し、[新規]をクリックします。 

 

 

2．[権限マスタ名]、[権限種別]、[権限セット]、[ステータス**参照]、[ステータス**編集]の設定をします。 

  例では、権限マスタ名は「01_標準_運用」と保存します。 

「標準」種別で「運用ユーザ権限」を持っている場合、「ステータス 01～03」では入力フォームの参照のみできる設定をし

ます。 
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3． 例では、同様に権限種類と権限セット種類の全組合せで 12通りの設定を作成します。 

以下、設定の概要と設定が完了した画面です。 

設計ユーザ 入力完了のとき編集可能、システム項目が参照可能 

申請ユーザ 参照および編集不可 

運用ユーザ 未入力・入力中のとき編集可能、システム項目が参照不可 

コミュニティユーザ 申請ユーザと同様 

 

権限マスタ名 ステータス 01 

参照 

ステータス 02 

参照 

ステータス 03 

参照 

ステータス 01 

編集 

ステータス 02 

編集 

ステータス 03 

編集 

01_標準_運用 チェック チェック チェック    

02_標準_設計       

03_標準_申請 チェック チェック チェック チェック チェック  

04_標準_コミュニティ チェック チェック チェック チェック チェック  

05_標準_ゲスト チェック   チェック   

06_参照のみ_運用 チェック チェック チェック    

07_参照のみ_設計       

08_参照のみ_申請 チェック チェック チェック    

09_参照のみ_コミュニティ チェック チェック チェック    

10_参照のみ_ゲスト チェック      

11_システム項目_運用 チェック チェック チェック    

12_システム項目_設計       

13_システム項目_申請       

14_システム項目_コミュニティ       

15_システム項目_ゲスト       
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4.4ボタン表示マスタ 

申請画面で表示される各種ボタンを、[申請ステータス・権限セット]の組合せで表示・非表示・非活性を設定できます。 

 

1． タブから[ボタン表示マスタ]を選択します。 

[新規]をクリックします。 

 

 

2．[ボタン表示マスタ名]、[権限セット]、[申請ステータス]、[対象ボタン名]、[表示状態]の設定をします。 

   例では、「運用ユーザ権限」を持っている場合、[申請ステータス]が「未入力」では[編集]ボタンを[非活性]の設定をしま

す。 

 

 

3．同様に運用ユーザは入力中も編集ボタンを非活性にし、申請ユーザは入力完了で編集ボタンを非表示の設定をしま

す。 

      以下、設定が完了した画面です。 

 

ボタン表示マスタ名 権限セット 申請ステータス 対象ボタン 表示状態 

1_運用_未入力_編集_非活性 運用ユーザ権限 未入力 編集 非活性 

2_運用_入力中_編集_非活性 運用ユーザ権限 入力中 編集 非活性 

3_申請_入力完了_編集_非表示 申請ユーザ権限 入力完了 編集 非表示 
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4.5 カスタム表示ラベル 

テンプレート設定画面や申請画面の、ボタン名称やダイアログの文言などを変更できます。 

 

1． 設定画面のクイック検索欄に「カスタム表示ラベル」と入力し、[カスタム表示ラベル]をクリックします。 

変更したいカスタム表示ラベルの名称をクリックします。 

例では、申請画面の編集内容を確定する時のボタン「label_input_page_detail_button_apply」の名称を変更しま

す。 

 

 

2．[パッケージされた翻訳]の[アクション]から[上書き]をクリックします。 

 

 

3．[翻訳テキスト]に設定したい文章を入力します。 

   例では、「申請」を「提出」に変更します。 
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4． 以下、設定が完了した画面です。 

 

 

5． 上書きされたか確認するためには[マスタ表示ラベル]の「label_input_page_detail_button_apply」を押下します。 

 

 

すると、設定が完了し、ローカル翻訳/上書きが登録された画面を確認することが可能です。 
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4.6入力規則(ホワイトリスト・ブラックリスト) 

入力フォーム毎に設定できる[入力規則]を、自由に定義することができます。 

対象文字列のみを許可する[ホワイトリスト]形式と、対象文字列を禁止する[ブラックリスト]形式の 2種類が設定できます。 

 

⚫ ホワイトリスト 

1． タブから[入力規則]を選択します。 

[新規]をクリックします。 

 

 

2．[入力規則名]、[リスト種別]、[対象文字]を設定します。 

          [有効]のチェックを外すと、テンプレート設定画面で選択できなくなります。            

       例では、「ホワイトリスト」で「あ～さ行のひらがなのみ」を設定します。 
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⚫ ブラックリスト 

3．[ホワイトリスト]と同様の設定となります。 

   例では「ブラックリスト」で「ア～サ行のカタカナのみ」を設定します。 

 

4. 以下、設定が完了した画面です。 

 

フォームテンプレートの入力欄設定＞入力規則から文字の種類でホワイトリスト・ブラックリストを選択することが可能です。 
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また、以下のようにホワイトリスト・ブラックリストで値が規定外の場合以下のようなエラーが表示されます。 
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 5. Experience Cloud の利用 
 前提として Experience Cloudを作成済みの方向けとなります。 

Experience Cloudの作成方法は Experience Cloudサイトの作成をご覧ください。 

 

5.1 カミレスのセットアップ 

1．申請用画面を作成します。 

   ビルダー＞上部のページ設定を選択＞＋新規ページ＞オブジェクトページと遷移します。 

※以下、上部のページ設定 

 

   

 

   申請を選択し作成します。 

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf.emergency_response_admin_ps_communities_create.htm&type=5


40 

   申請詳細にもとからあるコンポーネントを削除します。 

 

 

   Content Headerにコンポーネントの「inputpage」を追加します。 

   Contentにコンポーネント「inputpageDetail」を追加します。 

   Content Footer にコンポーネントの「commPart」を追加します。 

 

以下、設定が完了した画面です。 
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2．ビルダー＞上部のページ設定を選択＞＋新規ページ＞標準ページ 

 

   1個の全体の幅を選択します。 

   名前：申請一覧 

   URL：form-list-tab 

   API 参照名：formListTab 

   Content にコンポーネント「formListTab」を追加します。 
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3．共通ナビゲーションメニューを選択＞Default Navigationを編集 

 

 

メニュー項目を追加します。 

 

⚫ 申請一覧 

名前：申請一覧 

     種別：サイトページ 

     ページ：申請一覧 

⚫ 手続 

名前：手続 

種別：Salesforce Object 

オブジェクト種別：手続 

デフォルトのリストビュー：デフォルト 

⚫ 申請 

名前：申請 

種別：Salesforce Object 

オブジェクト種別：申請 

デフォルトのリストビュー：デフォルト 

 

以下、設定が完了した画面です。 

 

ここまで設定が出来たら、画面右上にある公開をクリックし、サイトを公開します。 
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⚫ セキュリティ 

テンプレート関連を外部ユーザが参照だけできるように設定されているか確認します。 

設定＞共有設定から、以下が公開/参照のみになっているかを確認してください。 

・Form Template (フォームテンプレート)＞デフォルトの外部アクセス権：公開/参照のみ 

・Input Rule (入力規則)＞デフォルトの外部アクセス権：公開/参照のみ 

・Procedure Setting (手続設定) ＞デフォルトの外部アクセス権：公開/参照のみ 

・Application Status Master (申請ステータスマスタ) ＞デフォルトの外部アクセス権：公開/参照のみ 

・Button Display Master (ボタン表示マスタ）＞デフォルトの外部アクセス権：公開/参照のみ 

・Permission Master (権限マスタ) ＞デフォルトの外部アクセス権：公開/参照のみ 

 

以下のように公開/参照のみになっていれば問題ありません。 
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5.2 Experience サイト用ユーザ作成 

・カスタマー作成手順 

1．デジタルエクスペリエンス＞設定＞セルフ登録、ユーザ作成、およびログインで標準外部プロファイルの使用を許可します。 

以下、設定が完了した画面です。 

 

設定ができたら、[保存]してください。 

 

2．個人アカウント取引先所有者(システム管理者)に任意のロールを割り当てます。 

ロール＞[リスト形式で並び替え表示]＞[新規ロール]＞トップの会社ロール直下にカミレスロールを割り当てます。 

表示ラベル、ロール名は任意となります。 
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以下設定が完了した画面です。 

 

「カミレスロール」の割り当てでシステム管理者ユーザを追加します。 

 

3．カスタマーユーザを有効化します。 

設定＞オブジェクトマネージャ＞取引先責任者＞ページレイアウト＞Contact Layoutを選択します。 
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モバイル及び Lightningのアクションを選択し、カスタマーユーザを有効化ボタンをドラック＆ドロップにてボタンを追加します。 

 

保存をします。 

 

上記設定により、ボタンが表示されました。 

 

新規で取引先を作り、そのまま新規で取引先責任者を作ります。 

※この時、名前などは任意です。 

取引先責任者に遷移すると以下のように作成したボタンが表示されています。 

 

[カスタマーユーザを有効化]をクリックし、新規ユーザを作成します。 

ユーザライセンス：Customer Community Login 
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以下、設定が完了した画面です。 

 

4．カスタマーに Community用権限セットを追加します。 

権限セット割り当て[０]を選択します。 

 

Docutize Form Community を利用可能な権限セットから有効化された権限セットへ追加します。 
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以下設定が完了した画面です。 
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5.3 ゲストユーザ用 申請フォームセットアップ 

ゲストユーザ用の申請フォームを作成することが可能です。 

画面の作成方法や、ゲストユーザ用の権限設定・各種セキュリティ設定などは、 

カミレスリファレンスサイトをご参照ください。 

 

■カミレスリファレンスサイト (ゲストユーザ用 申請フォームセットアップ手順について) 

https://kamiless.opro.net/hc/ja/articles/16710851475353 
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 6. パッケージのアンインストール 

カミレスのアンインストール手順について説明します。 

 

6.1 アンインストールの事前準備 

カミレスを使用するために設定した権限セットの割り当てを削除します。手順は以下です。システム管理者の権限を持つユ

ーザで行ってください。 

1. 設定画面のクイック検索欄に「権限セット」と入力し、[権限セット]をクリックします。 
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2. 設計ユーザ・申請ユーザ・運用ユーザ、それぞれ権限セットの割り当てを削除します。 

⚫ 設計ユーザ 

① 「docutize Form Designer」をクリックします。 

 

② [割り当ての管理]ボタンをクリックします。 

③ 割り当てられたユーザ全てにチェックを入れて[割り当てを削除]ボタンをクリックします。 

 

以下の画面が表示された場合は、[OK]ボタンをクリックします。 

 

④ 削除されたことを確認して[完了]ボタンをクリックします。 
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以下が完了した画面です。 

 

⚫ 申請ユーザ 

「docutize Form Applicant」の割り当てられたユーザを全て削除します。 

手順は、設計ユーザの「docutize Form Designer」と同様です。 

 

⚫ 運用ユーザ 

「docutize Form User」の割り当てられたユーザを全て削除します。 

手順は、設計ユーザの「docutize Form Designer」と同様です。 

 

注意 その他の画面でカミレスのコンポーネントを使用している場合は削除してください。 
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6.2アンインストールの手順 

1. 設定画面のクイック検索欄に「インストール済み」と入力し、[インストール済みパッケージ]をクリックします。 

「docutize Form」の「アンインストール」をクリックします。 

 

2. パッケージのアンインストール画面で「はい。このパッケージをアンインストールして、すべての関連コンポーネントを永久に

削除します」にチェックを入れ、[アンインストール]ボタンをクリックします。 

 

3. アンインストールが完了すると、システム管理者にメールで通知されます。 

以下はアンインストール完了後の画面です。 
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